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ニュースエクスプレス

WPIC直近の活動

• 我々の『プラチナ四半期レポート』最新号では、2023年のプラ
チナ市場が31.1トン（1 Moz）という過去最⼤の供給不⾜となる
予測を発表した。鉱⼭⽣産が増える可能性はほとんどない現状
から、不⾜分は地上在庫など通常の供給源以外のところから調
達するしかないと考えられるが、プラチナ価格がいくらになれ
ば市場に出てくるのか、さらに地上在庫のほぼ8割は中国にある
という事実がプラチナの動きと価格にどのような影響を及ぼす
のか、詳しくは「プラチナ展望5⽉号」をご覧ください。
https://platinuminvestment.com/files/633265/WPIC_Platinu
m_Perspectives_May_2023.pdf

免責事項：本資料は情報提供に過ぎず、WPICの投資提案を意図するものではなく、また、そのように

解釈されるべきでもありません。

Pt & Pd

Market Weekly

DatePricePlatinum

2023/5/291021.50Open

2023/5/301038.97High

2023/6/1992.39Low

2023/6/21003.50Close

DatePricePlatinum

2023/5/294642.00Open

2023/5/304683.00High

2023/5/294662.00Low

2023/6/24537.00Close

円建て 円/グラム

ドル建て ドル/TOZ

DatePricePalladium

2023/5/291425.00Open

2023/5/301448.00High

2023/5/311358.00Low

2023/6/21420.00Close

ドル建て ドル/TOZ

DatePricePalladium

2023/5/296449.00Open

2023/5/296520.00High

2023/5/296092.00Low

2023/6/26390.00Close

円建て 円/グラム

露ノリリスクニッケルによると、世界のパラジウム市場は、2023年6.2トンの供
給不⾜だが、2024年は9.3トンの供給余剰となるとしている。主な理由は回復途
中の需要を上回るリサイクル供給があるためとしている。

同社は、「パラジウムの 80% 以上は⾃動⾞産業の需要だが、2020年から2021
年にかけてのコロナ禍とサプライチェーンの問題からの回復は緩やかで、今年
の需要は 1% の伸びにとどまる。」と最新のマーケットレビューにて語った。

ノリリスクニッケルによると、2022年と今年に⼊ってからの、パラジウムの⽣
産を上回る消費は、⾃動⾞メーカーや触媒装置メーカーがメタルの在庫を売却
することで補われており、その⼤量の在庫整理は今年下半期には終わるだろう
としている。
https://www.reuters.com/markets/commodities/global-palladium-market-swing-surplus-2024-
nornickel-2023-05-31/

世界のパラジウム市場2024年には供給過剰に、ノリリスクニッケル

Translated by Kazuko OSAWA

 同社は、⾃社の燃料電池搭載する⾃動⾞、少なくとも 2500 台が今年中に
路上を⾛ることになるとしている。

 中国政府は2030年までに100万台の燃料電池⾃動⾞の⾛⾏、1000箇所の⽔
素燃料補給ステーションの設置を⽬指すと発表。

 燃料電池⾃動⾞は、電解質膜とプラチナを担持した電極に⽔素を通すこと
で発電を⾏う電動エンジンで動いている。

https://www.scmp.com/business/china-business/article/3221844/chinas-largest-fuel-cell-producer-
sinofuelcell-expects-sales-double-government-promotes-hydrogen

中国最大の燃料電池メーカー Sinofuelcell、政府の燃料電池自動車
促進策で販売高2倍目指す

世界経済にとって重要なメタルであるPGMの⽣産国は以下の通り。

(単位: キログラム)

https://investingnews.com/daily/resource-investing/precious-metals-investing/platinum-
investing/top-platinum-palladium-producing-countries/

パラジウムとプラチナの生産国、トップ 5  (2023年の最新統計)

パラジウム⽣産⾼プラチナ⽣産⾼国
80,000140,0001. 南アフリカ
88,00020,0002. ロシア
12,00015,0003. ジンバブエ
15,0006,0004. カナダ
11,0003,3005. アメリカ合衆国

プラチナ、ゴールド、パラジウム、ロジウムの⽣産⼤⼿、シバニェ・スティル
ウォーターは、初めての電⼒販売契約 (PPA) にて 89 MW の⾵⼒エネルギープ
ロジェクトに着⼿する。南アフリカの北ケープ州、De Aarの町近くのCastle
Wind Farm にて発電が⾏われ、エスコムとの託送供給契約を通じて同社の南ア
フリカの鉱⼭に供給される。

これは南アフリカ最⼤の⺠間による集合型⾵⼒発電所となるが、建設は2023年
6⽉に始まり、2025年初めに稼働する計画。

https://im-mining.com/2023/05/29/sibanye-stillwater-finalises-largest-private-wind-farm-in-south-
africa/

シバニェ・スティルウォーター、南アフリカ最大の集合型風力発電
所プロジェクトを決定

⽥中貴⾦属グループの製造業を担う⽥中貴⾦属⼯業株式会社は、2023年6⽉1⽇
から3⽇に中国蘇州で開催される、医療機器の設計・製造を扱う「Medtec
China 2023」に出展する。

主な展⽰製品は「エックス線視認性マーカー」、「プラチナ (Pt) 合⾦ワイ
ヤー」、「先端電極」、「レーザー加⼯品」。昨今の医療のトレンドは、⾝体
に負担をかけない、傷の⼩さな低侵襲、⾮侵襲的な⼿術や治療となっており、
貴⾦属は酸やアルカリに強く酸化されない特徴があるとしている。

https://www.benzinga.com/pressreleases/23/05/a32618224/tanaka-precious-metals-to-exhibit-at-
medtec-china-2023-medical-device-design-and-manufacturing-exh

田中貴金属工業、中国蘇州で開催される医療機器の見本市、
「Medtec China 2023」に出展

• プラチナはその物理的、化学的特質、そして優れた触媒性能な
どから、幅広く様々な⼯業や製造業に利⽤されている。⼯業の
プラチナ需要は2013年以来、世界のGDP 成⻑率の2倍の速さで
増加しており、プラチナ需要全体では⾃動⾞に次いで需要の多
い分野となっているが、その需要の特徴、分布および今後の展
望について、詳しくは「⼯業のプラチナ需要」をご覧ください。
https://platinuminvestment.com/files/633265/WPIC_Platinu
m_Perspectives_May_2023.pdf


